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暖地型イネ科牧草ウロクロア属草種の
西南暖地への導入および栽培

はじめに

近年，国内の家畜生産を取り巻く環
境は，畜産物の輸入量増加や海外から
の輸入飼料への依存等により厳しい状
況となっている。今後，安定的な家畜
生産を展開するため，これまでより少
ない労力での管理方法および低コスト
での持続的な粗飼料生産ができるよ
う，新たな牧草品種の導入・育成が望
まれている。

ウロクロア属（Urochloa）は，Poaceae
科，Panicoideae 亜 科，Paniceae 族
に属し，主にアフリカを原産とする暖
地型イネ科植物である（Keller-Grein 
et al. 1996）。本属は，南米，東南ア
ジア，オーストラリアおよびアフリカ
などの熱帯・亜熱帯地域において放牧
用・採草用として栽培利用されている。
現在，ウロクロア属は約 100 種確認
さ れ て お り， 中 で も，U. decumbens 
Stapf（シグナルグラス），U. brizantha 
(A. Rich) Stapf（パリセードグラス），

U. humidicola (Rendle) Schweick（コ
ロニビアグラス）および U. ruziziensis 
Germain & Evrard（ルジグラス）は，
様々な土壌環境に適応し，収量性，飼
料品質に優れ，種子繁殖も行うなどの
利点から，優良草種として広く栽培利
用されている（Miles et al. 2004）。最
近では，沖縄本島や先島諸島を中心に
いくつかのウロクロア属草種の導入が
試みられており（幸喜・蝦名 2009），
種子繁殖特性試験（幸喜ら 2006）や
収量性試験が行われている（花ヶ崎ら 
2006）。このことから，今後，西南暖
地（中国，四国，九州地方など温帯地域）
における，本属の流通・利用が期待さ
れている。本稿では，ウロクロア属の
導入・栽培における諸問題（雑草侵入
および踏圧障害）について紹介する。 

暖地型イネ科牧草と雑草

一般的に暖地型イネ科牧草の初期生
育は緩慢であり，草地造成の初期段階
で雑草が侵入しやすい。そのために牧

草の収量が低下してしまう。暖地イネ
科牧草の播種時期は，西南暖地では 5
月以降から梅雨入り前までである。そ
のため，暖地型イネ科牧草の播種期以
降に，雑草の埋土種子も発芽してしま
い，雑草との競合が避けられない。表
-1 に当フィールドでの栽培試験（2012
年）におけるウロクロア属および
ローズグラス（Chloris gayana）の初
期生育と乾物収量についてまとめた

（Pattama ら 2017）。コロニビアグラ
ス ‘Llanero’ を除くウロクロア属品種
は旺盛な伸長が見られ，ローズグラス
品種（‘Callide’ および ‘Katanbola’）
よりも有意に高い草高であった。播種
後は，メヒシバ（Digitaria ciliaris）や
オヒシバ（Eleusine indica）などの雑
草の埋土種子も発芽し，播種後 2 週
間目には，牧草と雑草の競合が起こっ
た。ルジグラス ‘Kennedy’ は他の植
物種よりも草高が高いため，光条件で
優位に立ったことが分かる（図 -1a）。
一方，ローズグラスでは，発芽後の伸
長が緩慢なため，雑草の占有度が高く
なる傾向が見て取れた（図 -1b）。

1 番草における乾物収量は，多くの
ウロクロア属草種がローズグラスよ

宮崎大学農学部
附属フィールド科学教育研究センター
住吉フィールド（牧場）

石垣　元気

  表−1　ウロクロア属およびローズグラスの初期生育（草高）と乾物収量表-1 ウロクロア属およびローズグラスの初期生育（草高）と乾物収量

草高 (cm) 乾物収量（t/ha）
草種・品種 2週間 4週間 1番草 2番草 合計

U. ruziziensis
Kennedy 3.4a 16.9bcd 6.3ab 9.5a 15.8a

U. decumbens
Basilisk 2.9a 17.6bc 5.9ab 6.3ab 12.2a

U. brizantha
Marandu 3.6a 17.1bc 7.7a 5.3b 13.0a

Piata 3.3a 23.3a 7.9a 5.8b 13.7a

MG5 3.1a 18.8b 6.7ab 6.0ab 12.7a

U. humidicola
Llanero 1.9b 12.6ef 5.3ab 0.9c 6.1b

C. gayana
Katanbora 1.1c 14.6cde 4.3b 5.7b 10.0b

Callide 1.0c 13.1de 5.9ab 4.3b 10.2b

草種間において異符号間に有意差あり（p < 0.05）Pattamaら（2017）. 
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草種間において異符号間に有意差あり（p < 0.05）Pattamaら（2017）. 

図-1 播種後2週間後の植生（1a: ルジグラス, 1b: ローズグラス）

1番草における乾物収量は，多くのウロクロア属草種がローズグラスよりも高い値を示した（表-1）。特

に，パリセードグラス品種（Marandu, Piata）の乾物収量が約7～8 t/haと高かった。2番草におけるルジグ

ラスの乾物収量は，9.5 t/haと最も多収であり，1番草刈取り後の高い再生性が起因しているものと考えら

れた。

図-2は本調査における各番草の供試植物および雑草の優占度を示している。各供試植物の試験区におい

て，メヒシバ（Digitaria ciliaris），オヒシバ（Eleusine indica），ツユクサ（Commelina communis）が侵入

し，その程度は，試験区において大きく異なっていることが分かる。1番草の各試験区の植生では，ウロ

クロア属品種ではU. humidicolaおよびU. brizantha cv. MG5を除いて，その優占度が70%を超えており，ロ

ーズグラス（Kat: 20%, Ca: 40%）よりも高い値であった。また，侵入雑草の多くは，メヒシバであった。

メヒシバは，本葉4枚から5枚目頃から生育が旺盛になり，牧草の生育を抑制するようになるため，各供試

植物の播種後2週間から4週間における草高がメヒシバやその他雑草の生育を左右するものと考えられる。

本調査の供試植物の初期生育と供試草種の優先度の相関関係は，初期生育2週間目（r = 0.91, P < 0.001）お

よび４週間目（r = 0.82, P < 0.01）の両方において，有意な正の相関が認められた。このことから，初期生

図−1　播種後 2 週間後の植生（1a: ルジグラス , 1b: ローズグラス）草種間において異符号間に有意差あり（p < 0.05）Pattama ら（2017）
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りも高い値を示した（表 -1）。特に，
パリセードグラス品種（‘Marandu’, 
‘Piata’）の乾物収量が約 7 ～ 8 t/ha
と高かった。2 番草におけるルジグラ
スの乾物収量は，9.5 t/ha と最も多収
であり，1 番草刈取り後の高い再生性
が起因しているものと考えられた。

図 -2 は本調査における各番草の
供試植物および雑草の優占度を示し
ている。各供試植物の試験区におい
て，メヒシバ（Digitaria ciliaris），オ
ヒ シ バ（Eleusine indica）， ツ ユ ク サ

（Commelina communis）が侵入し，そ
の程度は，試験区において大きく異
なっていることが分かる。1 番草の各
試験区の植生では，ウロクロア属品種
ではコロニビアグラス（Ll）およびパ
リセードグラス（MG5) を除いて，そ

の優占度が 70% を超えており，ロー
ズグラス（Kat: 20%, Ca: 40%）より
も高い値であった。また，侵入雑草の
多くは，メヒシバであった。メヒシバ
は，本葉 4 枚から 5 枚目頃から生育
が旺盛になり，牧草の生育を抑制する
ようになるため，各供試植物の播種後
2 週間から 4 週間における草高がメヒ
シバやその他雑草の生育を左右するも
のと考えられる。本調査の供試植物の
初期生育と供試草種の優先度の相関関
係は，初期生育 2 週間目（r = 0.91, 
p < 0.001）および４週間目（r = 0.82, 
p < 0.01）の両方において，有意な正
の相関が認められた。このことから，
初期生育が旺盛であるほど，優占度が
高くなることが推察された。また，パ
リセードグラスなどのいくつかのウロ

クロア属草種では，アレロパシー効果
が認められている（Kobayashi and 
Kato-Noguchi 2015）。本属で認めら
れているアレロパシー効果は，他植物
種（雑草）に対しての生育抑制だけで
はなく，自身の発芽やその後の伸長に
負の影響を及ぼしていることも報告さ
れている（Souza Filho and Mourao 
2010，Barbosa et al. 2008）。

2 番草刈取り時の各試験区の植生
は，コロニビアグラスを除いて，その
優占度は 70% 以上であった。これは，
1 番草の刈取り後の再生性がその後の
植生を左右するためである。しかしな
がら，本調査では，手刈りによる刈取
りを行なったため，大型機械での作業
時における踏圧ストレスの影響が反映
されていない。次の章では，大型機械
による採草地での刈取り作業を想定し
た数種の暖地型イネ科牧草の踏圧耐性
の調査について紹介する。

農業機械と踏圧耐性

わが国の粗飼料生産において，機械
化による省労化が望まれており，従来
から求められてきた収量性，栄養価の
向上に加え，ロールベール体系などの
ような，より効率的な収穫・調製体系
への適用性が重要視されている。ロー
ルベール体系での収穫作業において，
刈取り，反転，運搬等が農業機械で行
われ，トラクターや作業機等が圃場内
を複数回運行することで，牧草への踏
圧障害や土壌の物理性の悪化を引き起
こすなどの問題が生じている（西谷 
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1966）。その結果，採草地に裸地が出
現し（図 -3），雑草が侵入することで
牧草の収量低下につながる場合があ
る。石垣（2018）らは，ウロクロア
属主要 2 草種であるルジグラスおよ
びパリセードグラスと西南暖地におけ
る主要イネ科牧草のローズグラスの踏
圧耐性について検討した。

踏圧の有無が草丈，茎径
および出葉速度に及ぼす
影響

表 -2 に大型機械による踏圧処理の
有無が草丈，茎径および出葉速度に及
ぼす影響を示した。ローズグラスでは，
踏圧ストレスによって草丈（踏圧区，
116 cm：非踏圧区，129 cm）およ
び茎径（踏圧区，1.76 mm：非踏圧区，
2.43 mm）が有意に低くなった。一
方，ルジグラスおよびパリセードグラ
スでは，踏圧ストレスによる草丈への
影響は認められなかった。出葉速度（葉
／月当り換算）は，ローズグラスおよ
びルジグラスでは，踏圧ストレスによ
る影響は認められないのに対し，パリ
セードグラスでは，踏圧区（2.7 葉）
が非踏圧区（4.1 葉）に比べ，低下す
る傾向が認められた（p < 0.1）。この
ように，同じ暖地型イネ科牧草でも草
種によって踏圧に対する葉伸長の反応
が異なった。

さらに，草種によって踏圧に対する
分げつの再生および新分げつ発生の

反応も異なる（表 -3）。ローズグラス
では総分げつ数の内，踏圧区で 55%，
非踏圧区で 52% の分げつが 1 番草刈
取り後に再生した。ルジグラスおよび
パリセードグラスでは，踏圧区でそれ
ぞれ 26% および 24%，非踏圧区でそ
れぞれ 36% および 35% の分げつが
刈取り後再生した。その割合は踏圧区
の方が非踏圧区よりも約 10% 低い値
を示したものの，有意ではなかった

（p > 0.1）。また，新分げつ発生率（2
番草刈取り前における，1 番草刈取り
後に新しく発生した分げつ数が全体の
分げつ数に占める割合）は，ローズグ
ラスでは踏圧区で 62%，非踏圧区で
56% であったのに対し，ルジグラス
では踏圧区で 81%，非踏圧区で 74%，
パリセードグラスでは踏圧区で 79%，
非踏圧区で 71% であった。

このように，ルジグラスおよびパリ
セードグラスでは，踏圧の有無にかか
わらず，刈取り後に，新しい分げつ
をローズグラスよりも多く発生させ
た（表 -3）。これまでに，採草条件下
のローズグラスでは，多くの分げつが
刈取り後も生存および再生するのに
対 し（Martínez Calsina ら 2012），
放牧条件下のパリセードグラスでは，

数ヶ月から半年の間隔で分げつの枯死
と発生を繰り返すことで分げつ密度を
維持することが明らかになっている

（Sbrissia ら 2009）。このように，分
げつ密度を維持するための戦略は草種
によって異なっており，その性質は本
研究の結果と一致している。

踏圧処理の有無が収量（2番
草乾物収量）に及ぼす影響

表 -4 に踏圧の有無が 2 番草乾物収
量およびその分げつ重構成に及ぼす影
響についてまとめた。草種間の比較で
は，有意ではないものの，踏圧処理の
有無に関係なく，ローズグラス＜ル
ジグラス＜パリセードグラスの順で
あった。2 番草乾物収量における分げ
つ重構成，すなわち乾物収量に占め
る分げつ毎の乾物重比率を比較する
と，ローズグラスは踏圧処理の有無に
関係なく，約 40% が 1 番草刈取り後
の再生茎に由来するものであった。一
方，ルジグラスおよびパリセードグラ
スでは，踏圧処理の有無に関係なく
約 70% 以上が 1 番草刈取り後に新た
に発生した分げつに由来するもので
あった。特にルジグラスは，踏圧区で

などの問題が生じている（西谷 1966）。その結果，採草地に裸地が出現し（図-3），雑草が侵入すること

で牧草の収量低下につながる場合がある。石垣（2018）らは，ウロクロア属主要 2 草種であるルジグラス

およびパリセードグラスと西南暖地における主要イネ科牧草のローズグラスの踏圧耐性について検討した。 
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1966）。その結果，採草地に裸地が出
現し（図 -3），雑草が侵入することで
牧草の収量低下につながる場合があ
る。石垣（2018）らは，ウロクロア
属主要 2 草種であるルジグラスおよ
びパリセードグラスと西南暖地におけ
る主要イネ科牧草のローズグラスの踏
圧耐性について検討した。

踏圧の有無が草丈，茎径
および出葉速度に及ぼす
影響

表 -2 に大型機械による踏圧処理の
有無が草丈，茎径および出葉速度に及
ぼす影響を示した。ローズグラスでは，
踏圧ストレスによって草丈（踏圧区，
116 cm：非踏圧区，129 cm）およ
び茎径（踏圧区，1.76 mm：非踏圧区，
2.43 mm）が有意に低くなった。一
方，ルジグラスおよびパリセードグラ
スでは，踏圧ストレスによる草丈への
影響は認められなかった。出葉速度（葉
／月当り換算）は，ローズグラスおよ
びルジグラスでは，踏圧ストレスによ
る影響は認められないのに対し，パリ
セードグラスでは，踏圧区（2.7 葉）
が非踏圧区（4.1 葉）に比べ，低下す
る傾向が認められた（p < 0.1）。この
ように，同じ暖地型イネ科牧草でも草
種によって踏圧に対する葉伸長の反応
が異なった。

さらに，草種によって踏圧に対する
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反応も異なる（表 -3）。ローズグラス
では総分げつ数の内，踏圧区で 55%，
非踏圧区で 52% の分げつが 1 番草刈
取り後に再生した。ルジグラスおよび
パリセードグラスでは，踏圧区でそれ
ぞれ 26% および 24%，非踏圧区でそ
れぞれ 36% および 35% の分げつが
刈取り後再生した。その割合は踏圧区
の方が非踏圧区よりも約 10% 低い値
を示したものの，有意ではなかった

（p > 0.1）。また，新分げつ発生率（2
番草刈取り前における，1 番草刈取り
後に新しく発生した分げつ数が全体の
分げつ数に占める割合）は，ローズグ
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このように，ルジグラスおよびパリ
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わらず，刈取り後に，新しい分げつ
をローズグラスよりも多く発生させ
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ラスおよびパリセードグラスでは，踏圧区でそれぞれ 26%および 24%，非踏圧区でそれぞれ 36%および

35%の分げつが刈取り後再生した。その割合は踏圧区の方が非踏圧区よりも約 10%低い値を示したものの，

有意ではなかった（P > 0.1）。また，新分げつ発生率（2 番草刈取り前における，1 番草刈取り後に新しく

発生した分げつ数が全体の分げつ数に占める割合）は，ローズグラスでは踏圧区で 62%，非踏圧区で 56%

であったのに対し，ルジグラスでは踏圧区で 81%，非踏圧区で 74%，パリセードグラスでは踏圧区で 79%，

非踏圧区で 71%であった。

表-3 踏圧の有無が分げつの再生および新分げつ発生に及ぼす影響 

†分げつ再生率：1 番草として刈取られた分げつの内，再生した分げつ数の割合

‡新分げつ発生率：1 番草刈取り後に新しく発生した分げつ数／2 番草刈取り時の総分げつ数

各処理において異符号間に有意差あり(P < 0.05)

石垣ら（2018）

このように，ルジグラスおよびパリセードグラスでは，踏圧の有無にかかわらず，刈取り後に，新しい分

げつをローズグラスよりも多く発生させた（表-3）。これまでに，採草条件下のローズグラスでは，多くの

分げつが刈取り後も生存および再生するのに対し（Martínez Calsina ら 2012），放牧条件下のパリセードグ

ラスでは，数ヶ月から半年の間隔で分げつの枯死と発生を繰り返すことで分げつ密度を維持することが明

らかになっている（Sbrissia ら 2009）。このように，分げつ密度を維持するための戦略は草種によって異

なっており，その性質は本研究の結果と一致している。

 

踏圧処理の有無が収量（2 番草乾物収量）に及ぼす影響 

表-4 に踏圧の有無が 2 番草乾物収量およびその分げつ重構成に及ぼす影響についてまとめた。草種間の
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率を比較すると，ローズグラスは踏圧処理の有無に関係なく，約 40%が 1 番草刈取り後の再生茎に由来す
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非踏圧区で 84%が 1 番草刈取り後に新しく発生した分げつに由来していた。この結果は，前述した分げつ

数の動態の推移における結果を支持するものである。

草種 分げつ再生率（%）†  新分げつ発生率（%）‡ 

踏圧有り 踏圧無し  踏圧有り 踏圧無し 
 − % − 
ローズグラス 55a 52  62b 56b 
ルジグラス 26b 36  81a 74a 
パリセードグラス 24b 35  79a 71a 

表−3　 踏圧の有無が分げつの再生および新分げつ発生に及ぼす影響

　　†分げつ再生率：1 番草として刈取られた分げつの内，再生した分げつ数の割合
　　‡新分げつ発生率：1 番草刈取り後に新しく発生した分げつ数／ 2 番草刈取り時の総分げつ数
　　各処理において異符号間に有意差あり (p < 0.05)
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94%，非踏圧区で 84% が 1 番草刈取
り後に新しく発生した分げつに由来し
ていた。この結果は，前述した分げつ
数の動態の推移における結果を支持す
るものである。

花ヶ崎ら（2008）は，パリセード
グラスの踏圧耐性を 2 年間検討し，
トラクターによる踏圧の影響で本草種
の株数および乾物収量が減少し，踏圧
に弱い草種であると結論付けているも
のの，1 年目における乾物収量は，処
理間で有意差は認められなかったと報
告しており，本研究と一致している。
一方，金子ら（2012）は，放牧条件
下でのパリセードグラスの生育の特徴
について調査し，本草種が放牧牛に踏
み倒されると主茎が折れ，その後踏み
倒された茎が立ち上がることなく，採
食もされずに踏みつけを繰り返され，
次第に枯死したことを報告している。
このことから，踏圧の影響は草種，番
草だけではなく栽培体系（一年生利用，
永年利用）や年次においても変動する
可能性があり，複数年にわたる踏圧耐
性の調査が必要であると考える。

今後，本研究で得られた，踏圧スト
レスがこれらの暖地型イネ科草種に及
ぼす影響に関する基礎的知見を踏まえ
て，刈取り高さや刈取り回数などの刈
取り方法，追肥量などの肥培管理の検
討や，本研究で供試したウロクロア属
2 草種（パリセードグラス，ルジグラ

ス）の新品種育成における育種目標の
設定に適用することが期待される。

終わりに

ウロクロア属草種を含む多くの暖地
型イネ科牧草種子は休眠性を有し，さ
らに発芽率も低い傾向にある。このた
め，播種量を多くし個体密度を調整す
る場合が多い。今後，暖地型イネ科牧
草の休眠性の打破および発芽率の向上
に関する植物調節の基礎研究が更に発
展することを期待したい。
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 乾物収量（t/ha）  分げつ重構成（%）†  

 
草種 

1番草 2番草  踏圧有り 踏圧無し  

 踏圧
有り 

踏圧
無し 

 再生茎 
由来 

新分げつ 
由来 

再生茎 
由来 

新分げつ 
由来 

P‡ 

ローズグラス 11.1b 12.3 15.4  41a 59b 43a 57b 0.88 
ルジグラス 12.4a 17.2 18.5  6b 94a 16b 84a 0.04 
パリセードグラス 8.1b 18.4 20.6  22b 78a 33a 67ab 0.11 


